
教育基本法との対照表
※受理番号 学校 教科 種目 学年

104-172 小学校 国語科 書写 第 5学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

38　光村 書写　508 書写　五年

1. 編修の基本方針

編修趣意書

みんなで書写を楽しもう。

タブレットの普及がどれだけ進んでも、手で文字を書くことに
は普遍的な価値があります。記録を取るために、気持ちを伝える
ために、自分自身と向き合うために。字を書くことが得意な子も
そうではない子も、書くことを楽しんでほしい。そして、文字の
文化を次世代につないでほしい。そんな願いを込めて、私たちは、
この教科書を編修しました。

1

書写要素を精選し、6年間で無理

なく身につけられるよう、発達段

階に応じて段階的・系統的に教材

を配列しました。また、児童が主

体的に課題発見・課題解決ができ

るように学習の流れを明確にし、

場面や状況に応じて適切に書く能

力を育むことをめざしました。

特 色 1 特 色 2 特 色 3

文字を書く楽しさや喜びを体感で

きるように、児童が主体的に取り

組める言語活動を提示しました。

また、学習の前後での自己の変容

を実感し、達成感を感じられるよ

うに、学習内容を焦点化し、何を

学び、何ができるようになったか

が明確に分かる構成としました。

児童が必然性をもって学習できる

よう、日常生活とのつながりを実

感できるような学習活動を豊富に

設定しました。さらに、書写で身

につけた力が国語や他教科、日常

生活でも生きて働くよう、教材化

を工夫し、書写で学習したことを

実感できる構成にしました。

― 「文字を上手に書きたい」
という、児童の願いに応えます。

「書く力」 が、
無理なく身につく

― 「楽しい !」「おもしろい !」
が、学ぶ意欲を高めます。

書く楽しさや
達成感が
感じられる

― 「書写は何に生かせるの
だろう ?」という疑問に答えます。

学んだことが、
日常に生きる



p.22「たいせつ」

・�教材単位で学習が完結する、1教材 1単元構成を採用。「何
を学ぶか」「何ができるようになったか」が分かりやすい
よう、教材名=書写の学習要素とし、全教材に自己評価欄
を設けました。
・主体的に、見通しをもって書写の学習に取り組めるよう、
巻頭及び全教材に「学習の進め方」を設けました。

・�文字の配列や漢字の部分の組み立てを学
習する第 5学年では、観察や比較を通し
て、児童が主体的に文字の整え方の原
理・原則を発見する活動を積極的に取り
入れました。

・�各教材を、見開きまたは 1ページ構成とし、シンプルで分か
りやすい紙面を実現しました。スモールステップを積み重ね
ることで、着実に基礎・基本を身につけることができます。
・�全教材に、学習のポイントがひと目で分かる「たいせつ」を
設定しました。

書く楽しさや達成感が感じられる
― 「楽しい !」「おもしろい !」が、学ぶ意欲を高めます。

特 色 1

主体的に取り組める言語活動を提示しました。
学習ページ

「書く力」が 、無理なく身につく
― 「文字を上手に書きたい」という、児童の願いに応えます。

特 色 2

スモールステップで、着実に書く力を育みます。
教材配列、「たいせつ」

何を、どう学ぶかが、分かりやすい構成です。

学習の進め方

p.22-23「用紙に合った文字の大きさ」

　子どもキャラクター

　・児童とともに成長し、課題解決や着想
のヒントを与えます。

表2、p.1「 学習の進め方」

用
紙
全
体
の
大
き
さ
と
文
字
数
を
考
え
、

書
く
前
に
文
字
の
大
き
さ
と
配
置
を

決
め
る
。

たいせつたいせつ

2

（学習の進進め方）



p.24-25「めざせ！ 新聞記者」 p.13「手書き文字と活字」

・�各学年の巻頭に、姿勢と筆記具の持ち方
を確認する場を設け、繰り返し定着を図
れるよう工夫しました。また、他のペー
ジとはレイアウトを区別した「いつも気
をつけよう」にまとめることで、必要な
時に参照しやすいようにしました。

・�児童が書写学習に親しみをもち、文字を書く意欲を喚起できるよ
う、教材として提示する語句や文章は、児童の日常生活や他教科の
学習内容から幅広く取り上げました。

学んだことが、日常に生きる
― 「書写は何に生かせるのだろう ?」という疑問に答えます。

特 色 3

姿勢・筆記具の持ち方を、繰り返し確認することができます。

p.3「書くときのしせい」

「書くときのしせい」「用具の準備」

日常とのつながりを実感できる教材が豊富です。
「めざせ！ 新聞記者」「手書き文字と活字」

唱え歌

・姿勢や筆記具の持ち方のポイントを確
認する「唱え歌」を作成しました。

・�書写での学習を他教科に生かす橋渡し
となる教材を、 各学年に設けました。

p.35「英語で書いてみよう」

「書写広げたい」

他教科との連動教材を用意。

書写
広げたい

左利き児童への配慮

・左利き児童の学びやすさを考え、左手で書く
ときの用具の配置を示した写真を掲載しまし
た。
・左利き児童用の教科書紙面や動画を、「二次
元コード（QRコード）」から読み取れる教
科書連動コンテンツとして用意しました。
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p.2「用具の準備」
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2. 対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

（全体） ・ 書写学習によって幅広い知識と教養を身につけるために、知的好奇心を刺激し、興味・関心をもって学習できる
ような教材を設定しました。　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　【第1号】
・全編を通して男女の平等に配慮し、写真やイラスト等に学習上の偏りがないように留意しました。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【第3号】 

全体

いつも気を
つけよう

・  巻頭に学習の進め方等を写真で示すことで、見通しをもって、主体的に学習に取り組む態度を養えるよう
工夫しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　  　【第2号】

・学習のはじめに書写体操を、学習の終わりに整理体操（おもに、タブレットを使った後に行うことを想定）
を導入し、書写が身体を使って書く技能学習でもあることを意識させ、健やかな身体を養えるよう配慮し
ました。　　　 　　　　                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　【第1号】
・身体に負担のかからない姿勢・鉛筆の持ち方が身につくよう教材化を工夫し、健やかな身体を養えるよう配慮し
ました。　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             【第1号】
・用具の扱い方や姿勢・鉛筆の持ち方について、左手で書くときの写真を掲載し、左利き児童用の教科書紙面
を教科書連動コンテンツとして用意するなど、左利き児童の学びやすさにも配慮しました。    　　　　 【第3号】 

表2、p.1

p.5

p.3-5

p.2、4

漢字の
組み立て

・ 主体的な学習活動を通して、判断力や真理を求める態度を養えるよう、児童自らが考え課題を発見でき
るような活動を豊富に設定しました。　　            　　　　　　  　　　　　　　　　    　　          【第1号】
・文字の整え方の原理・原則を発見する活動を通して、児童それぞれにさまざまな気づきがあることを知り、お互い
を尊重しながら創造性を養うことができるよう、構成にも配慮しました。　　　　　　 　　　　　　　【第2号】

p.6-9他

p.6-9他

書くときの速さ ・他教科や日常生活とのつながりを実感できる教材を随所に設定し、書写の学びを日常に生かし、主体的に社会
の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養えるよう配慮しました。　　        　              　　　 【第3号】

・主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うために、手書きの力にも配慮した壁新聞
を取り上げました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　              　【第3号】

p.10-13他

p.12

字の形 ・硬筆教材の言葉は、書写の学習要素を押さえるとともに、児童の豊かな情操を培い、道徳心や健やかな身体
の育成につながるよう、選定に配慮しました。　　　　　　　　　　　　　　　           　　         【第1号】

・イラストや教材の題材に、児童に身近な動物や自然を取り入れることにより、生命を尊び、自然を大切にする態
度を養えるよう配慮しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             【第4号】

p.18-19他

p.19他

文字の配列 ・  新聞の題材としてアイヌ民族の暮らしを取り上げ、自然とともに生きてきたアイヌの豊かな文化に触れることで、生
命を尊び、自然を大切にする態度を養えるよう配慮しました。　　　　　　　　　　                     【第3・4号】

p.24-25

まとめ
・ 書き初めの由来や、地域に根づいた書き初め文化を紹介することで、日本の伝統文化への関心が高まる
よう工夫しました。                        　                                                      　　　　　　　　　　　　　【第5号】

・平仮名の成り立ちを知ることによって、我が国の文化を尊重する態度を養えるよう配慮しました。             【第5号】
・ 英語で「My Hero カード」を作ったり、世界の文字を探したりする活動を通して、幅広い知識と教養を身につけると同時
に、他国の文字文化への興味・関心が高まるよう工夫しました。　    　　　　　　                             【第1・5号】

p.26-29

p.38
p.35、49

国語教科書と連動させて学習することができます。
「書写広げたい」

▶

▶

▶

▶

▶

▶

・�各学年に、新教材「ことば」を設けました。
書写で学んだことを生かして、日常の言葉や
物語、短歌・俳句を書いて味わう教材です。

p.18-19「ことば」

p.11「インタビューメモの書き方」

言葉の美しさを味わう教材を新設。
「ことば」

国語連動教材
・国語教科書と学習内容・
題材・学習時期が一致し
た教材です。 書写ならで
はの書き方のポイントを
付しました。

書写
広げたい

・�国語教科書と連動できる教材
を、各学年に設定しました。
国語と一体的に扱うことで、
学習活動に必然性が生まれ、
単元全体の配当時数にも余裕
が生まれます。
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色の組み合わせ例　（p.8「部分の組み立て方②」）

3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

「点画のつながり」（アニメーション）

・�教科書紙面に、「二次元コード（QRコー
ド）」がある教材では、タブレットを使っ
て、筆使いを確かめる動画やアニメーション
等のさまざまな資料を見ることができます。
・ さらに、家庭との連携の観点から、新しい生
活様式や SDGs、防災に関わることなど、他
教科や日常生活に関連するコンテンツを　　
併せて用意しました。

学習上の参考に供するための資料

　学習支援上の配慮

・�特別支援教育の専門家による全ページの校閲を受け、情報
を精選し、大切なことがひと目で分かる、すっきりとした
レイアウトを実現しました。 特別に支援が必要な児童に
とっても、混乱が生じにくく学びやすい紙面です。

　色覚特性への配慮

・�カラーユニバーサルデザインの専門家による厳しい校閲を
受け、文字や図表などに複数の色を用いるときは、だれ 
もが明確に識別できる色の組み合わせになるよう配慮しま
した。

　書体に関する配慮

・�読みやすさを考慮して独自に開発した、オリジナルの教科
書体を使用しています。
・�単元名・教材名や「たいせつ」には、読みやすさと見やす
さを追求したユニバーサルデザイン書体を用いました。

特別支援教育への配慮
　ユニバーサルデザイン・カラーユニバーサルデザインの観点から、全ての児
童にとって使いやすい教科書をめざしました。教科書の全ページについて、専
門家の校閲を受けています。

教科書体 UD書体
（ユニバーサルデザイン）

手書き文字

「書き方を見てみよう」（動画）

「SDGsについて考えてみよう」（動画）
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1. 編修上特に意を用いた点や特色

学習指導要領との対照表、配当授業時数表
※受理番号 学校 教科 種目 学年

104-172 小学校 国語科 書写 第５学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

38　光村 書写　508 書写　五年

編修趣意書

学習の流れが、分かりやすい
― 「学びやすい、教えやすい教科書」をめざしました。

特 色 1

「文字の整え方」を学び、日常に生かすことができる構成です。

p.14-15「点画のつながりと字形」
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が
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字
形
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う
。

アニメーション

【学習の進め方】
書写の時間に「何を、どう
学ぶか」がひと目で分かるよ
うに写真で示しました。

いろいろな文字に応用できる「書く力」を育む

・各教材は、課題解決型学習を想定して構成しました。課題発見から解決までのプロセスを通して、書写の原理・原則
を主体的に学び取ると同時に、思考力・判断力・表現力を養えるよう配慮しました。
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も

参
考
に
し
よ
う
。

い
つ
も
気
を
つ
け
よ
う

用
具
の
準じ
ゅ
ん

備び

／
用
具
の
か
た
づ
け 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
2

書
く
と
き
の
し
せ
い 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

筆
の
持
ち
方 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
4

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
よ
う
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5

漢
字
の
組
み
立
て

部
分
の
組
み
立
て
方
①
（
に
ょ
う
）

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
6

部
分
の
組
み
立
て
方
② 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
8

も
っ
と
知
り
た
い
　
漢
字
の
い
ろ
い
ろ
な
書
き
方 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
9

書
く
と
き
の
速
さ

書
く
と
き
の
速
さ 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
10

書
写
広
げ
た
い 

1 〈
国
語
〉 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
11

手
書
き
の
力 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
12

も
っ
と
知
り
た
い
　
手
書
き
文
字
と
活
字 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
13

字
の
形

点
画
の
つ
な
が
り
と
字
形 

 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
14

筆
順
と
字
形 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
16

こ
と
ば 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
18

文
字
の
配
列

文
字
の
大
き
さ
（
漢
字
と
仮か

名な

）

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
20

用
紙
に
合
っ
た
文
字
の
大
き
さ 

 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
22

め
ざ
せ
！
　
新
聞
記
者 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
24

ま
と
め

書
き
ぞ
め 

 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
26

五
年
生
の
ま
と
め
①
② 

 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
30

六
年
生
を
送
る
会
に
向
け
て 

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
34

書
写
広
げ
た
い 

2 〈
英
語
〉 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
35

資し

料
手
紙
の
書
き
方
／
都
道
府
県
漢
字
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
36

こ
ん
な
こ
と
は
な
い
か
な 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
38

平
仮
名
／
片か

た

仮
名
／
ロ
ー
マ
字 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
39

四
年
生
で
学
習
し
た
漢
字
（
202
字
） 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
40

五
年
生
で
学
習
す
る
漢
字
（
193
字
） 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
42

書
き
ぞ
め 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
45

五
年
生
の
め
あ
て

・
ほ
先
の
動
き
と
点
画
の
つ
な
が

り
を
意
識し

き

し
、
字
形
を
整
え
て

書
く
。

・
用
紙
に
対
す
る
文
字
の
大
き
さ

や
配
列
を
考
え
、
書
く
速
さ
を

意
識
す
る
。

・
場
面
に
合
わ
せ
て
、
筆
記
具
を

選
た
く
し
て
書
く
。

考
え
よ
う

確た
し

か
め
よ
う

生
か
そ
う

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
に
登
場
す
る
児
童
は
、
必

ず
し
も
マ
ス
ク
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
う
の
流
行
に
応お
う

じ
て
ご
配は
い

慮り
ょ

く
だ
さ
い
。

先
生
・
保ほ

護ご

者し
ゃ

の
方
へ

こ
の
マ
ー
ク
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
学
習
の
助
け
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
が
あ
り
ま
す
。
読
み
取
る
と
き
に
は
、
必
ず
先
生
や

お
う
ち
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
使
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
毛
筆
の
教
材
文
字
は
、
128
パ
ー
セ
ン
ト
に
拡か

く

大
す
る
と
半
紙
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

二次元
コード

マ
ー
ク
に
つ
い
て

｢

ふ
り
返
ろ
う｣

に
つ
い
て

国
語
や
英
語
の
学
習
に
生
か
そ
う
。

整
っ
た
文
字
の
書
き
方
を
知
ろ
う
。

気をつけて
書いた

学
習
し
た
こ
と
を
ふ
り
返
っ
て
、
な
ぞ
ろ
う
。

〈目次〉

学
習
の
進
め
方

考
え
よ
う

1
確た

し

か
め
よ
う

2
書
き
方
を
確
か
め
て
、
毛
筆
で
書
こ
う
。

生
か
そ
う

3

「たいせつ」で、
大事なことを
たしかめよう。

たいせつたいせつ

学
習
し
た
こ
と
を
、

生
か
し
て
書
こ
う
。

筆で書こう。

たいせつたいせつ

3

ほ
先
を
、
次
の
画
の
始
筆
に

つ
な
ぐ
気
持
ち
で
書
く
と
、

字
形
が
整
う
。

巻頭「学習の進め方」
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学んだことが、日常に生きる
― 社会にひらかれた書写教科書をめざしました。

特 色 2

p.13 「もっと知りたい　手書き文字と活字」

友人や家族・学校や地域社会とのつながりが見える教材

p.24-25「めざせ！　新聞記者」

・高学年には、児童の日常生活や他教科の学習内容から幅広く取材した教材を豊富に位置づけ、学習したことを、自分
や社会と結びつけて深く理解し、日常に活かせるように配慮しました。

孺
孺宀
孺宀它宦宸寃
孺宀它宦宸寃寇寉寔

槌鎚
槌鎚栂掴槻佃
槌鎚栂掴槻佃柘辻蔦綴鍔
槌鎚栂掴槻佃柘辻蔦綴鍔椿潰壷嬬紬

碧
碧瞥蔑
碧瞥蔑箆
碧瞥蔑箆篇

按
按闇鞍杏伊
按闇鞍杏伊夷惟椅畏
按闇鞍杏伊夷惟椅畏萎謂亥

窶竅竄窿
窶竅竄窿邃竇竊
窶竅竄窿邃竇竊竍
窶竅竄窿邃竇竊竍竏竕竓站

輹
輹轅轂輾轌轉
輹轅轂輾轌轉轆轎轗轜轢轣
輹轅轂輾轌轉轆轎轗轜轢轣轤辜

癲
癲癶
癲癶癸發
癲癶癸發皀

脆
脆戚
脆戚脊蹟碩蝉
脆戚脊蹟碩蝉尖撰栴煎煽

汝
汝迩
汝迩匂賑
汝迩匂賑虹廿

噛鴨栢
噛鴨栢茅
噛鴨栢茅萱粥
噛鴨栢茅萱粥苅瓦侃姦柑桓

厥厮厰厶參簒
厥厮厰厶參簒雙叟
厥厮厰厶參簒雙叟曼燮叮叨
厥厮厰厶參簒雙叟曼燮叮叨叭叺

25 24文字の配列

め
ざ
せ
！

　新
聞
記
者

か
条じ

ょ
う書
き
に
す
る
と
き
は
、

同
じ
こ
う
目
の
行
頭
を
そ
ろ
え
る
。

ボ
ー
ル
ペ
ン

フ
エ
ル
ト
ペ
ン

（
細
）

フ
エ
ル
ト
ペ
ン

（
中
）

筆
ペ
ン

筆

行
頭
（
行
の
初
め
）
と

行
末
（
行
の
終
わ
り
）
を
そ
ろ
え
る
。

け
い
線
と
文
字
の
間
を

少
し
空
け
る
と

読
み
や
す
く
な
る
。

学
習
の
進
め
方

気をつけて
書いた

文
字
の
配
列
に
注
意
し
て
、

筆
記
具
を
使
い
分
け
て
書
く
と
、

読
み
や
す
く
な
る
こ
と
を

理
解か
い

し
よ
う
。

新
聞
を
読
み
や
す
く
書
く
た
め
に
、

ど
ん
な
工
夫ふ
う

を
し
て
い
る
か
を

話
し
合
お
う
。

文
や
文
章
を

読
み
や
す
く
書
く
た
め
の

配
列
の
ポ
イ
ン
ト
や
、

筆
記
具
の
使
い
分
け
を

確
か
め
よ
う
。

学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
、

新
聞
な
ど
を
制せ
い

作
し
よ
う
。

見
出
し
の
文
字
を

目
立
た
せ
る

行
の
初
め
と
終
わ
り
を

そ
ろ
え
る

筆
記
具
の

選
た
く

行
頭
（
行
の
初
め
）
と

行
末
（
行
の
終
わ
り
）
を
そ
ろ
え
る
。

か
条
書
き
に
す
る
と
き
は
、

こ
う
目
ご
と
に
行
頭
を
そ
ろ
え
る
と
、

情じ
ょ
う

報ほ
う

が
整
理
さ
れ
、

分
か
り
や
す
く
な
る
。

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

意
識し

き

し
て
配
列
す
る
。

平
仮が

名な

は
漢
字
よ
り
小
さ
め
に
書
く
。

画
数
が
少
な
い
漢
字
は
、

小
さ
め
に
書
く
。

行
の
中
心
と
字
間
を
そ
ろ
え
る
。

★★★•••筆
記
具
の
特
ち
ょ
う
を
ふ
ま
え
、

場
面
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
る

必
要
が
あ
る
。

ねらい考
え
よ
う

確た
し

か
め
よ
う

生
か
そ
う

内
容よ

う

が
ひ
と
目
で

分
か
る
よ
う
な

見
出
し
を
付
け
る
。

たいせつたいせつ

8
たいせつたいせつ

7

1

2

ポイント

ポイント

過か

去
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総そ
う

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
統と
う

　
　
　
　
　
　
　
　  

興
き
ょ
う

味
　
　
　

独ど
く

自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現げ
ん

在ざ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
い
と
なみ

　
　
　
　
　
　
　
　

て
ん
示じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
象し
ょ
う　

　
　
　
　
　 

　
　 

歴れ
き

史し
動画

タブレットを活用
して制

せい

作するとき
も、文字の配列に
気をつけよう。

新聞制作を題材に、読みやすさについて考える教材。

東日本大震災直
後に発行された
壁新聞を題材に、
手書きの力につい
て考える教材。

身の回りのさまざまな
文字の例を取り上げ
た、活字と手書き文
字の字体の違いを説
明する教材。

も
っ
と
知
り
た
い

令 令

13 12

手
書
き
文
字
と
活
字

本
や
新
聞
で
使
わ
れ
て
い
る
活
字
は
、
書
き
や
す
さ
よ
り
、

読
み
や
す
さ
に
重
点
を
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

手
書
き
文
字
と
の
ち
が
い
に
注
意
し
よ
う
。

令和６年６月３日
海風スポーツ少年団

一日サッカー教室のお知らせ

東小学校出身で、プロサッカーチームの指令とう
として活やくしている大森元気選手を特別コーチ
におまねきして、一日サッカー教室を行います。

〈日時〉令和 6 年 7月13日(土）
9 時〜14時

〈場所〉海風グラウンド

〈申しこみ方法〉
           海風スポーツ少年団まで
           ご連らくをお願いします。

以上

活
字

（
ゴ
シ
ッ
ク
体
）

手
書
き
文
字

▼
街
な
み
を

　
イ
メ
ー
ジ
し
た
活
字

地いきゆかりの
活字

（
神
奈
川
県
横
は
ま
市
・

濱は
ま

明
朝
）

活
字

（
明み

ん

朝ち
ょ
う

体
）

京
▼
地
い
き
の
文
化
を

　
イ
メ
ー
ジ
し
た
活
字

▼
地
名
が
つ
い
た
活
字

（
愛
知
県
名
古
屋
市
・

金
シ
ャ
チ
フ
ォ
ン
ト
）

（
京
都
府
京
都
市

ひ
ら
ぎ
野
・

ヒ
ラ
ギ
ノ
フ
ォ
ン
ト
）

コラム

はり出された新聞に見入る人たち。 津
つ

波で印刷機が止まったため、新聞用の
紙にフエルトペンで書かれた。

手
書
き
文
字
に
は
、
活
字
と
は
別
の
力
が
あ
る
。

東
日
本
大
震し

ん

災さ
い

の
よ
く
日
に 

新
聞
社
が
発
行
し
た
手
書
き
の
か
べ
新
聞
か
ら
、

ど
ん
な
印
象し

ょ
う

を
受
け
る
だ
ろ
う
か
。

手
書
き
の
力

も
っ
と
知
り
た
い

二次元
コード

二次元
コード

写真

動画

手
書
き
の

か
べ
新
聞

（
全
六
ま
い
）

団だ
ん

p.12「手書きの力」

2



「書写体そう」で書くための体づくり
― 正しい姿勢・筆記具の持ち方を実現するために。

特 色 3

その他のポイント
― すべての児童にとって使いやすく、分かりやすい教科書のために。

特 色 4

・�教科書紙面に「二次元コード（QRコード）」がある教材では、スマートフォンやタブレットを使って、筆使いを
確かめる動画などのさまざまな資料を見ることができます。また、タブレットを使う姿勢を掲載しました。

「整理体そう」を新設

・全教科の基礎である姿勢・筆記具の持
　ち方が学習習慣として定着するよう、
　スポーツ科学の専門家の監修による　
　「書写体操」を作りました。さらに、　
　授業の最後やタブレットを使った後に
　行う「整理体操」を組み合わせること
　で、児童の健康保持・増進につながり
　ます。

理解がぐっと深まる 豊富な資料

p.4-5 「筆の持ち方／タブレットを活用しよう」

・ �特別支援教育の専門家による全ページの校閲を受け、情報を精選し、大切なことがひと目で分かる、すっきりと
したレイアウトを実現しました。特別に支援が必要な児童にとっても、混乱が生じにくく学びやすい紙面です。

・ �カラーユニバーサルデザインの専門家による厳しい校閲を受け、文字や図表などに複数の色を用いるときは、だ
れもが明確に識別できる色の組み合わせになるよう配慮しました。

特別支援教育の観点による、専門家の指導・校閲

・ �読みやすさを考慮して独自に開発した、オリジナルの教科書体を使用しています。
・ �単元名・教材名や、「たいせつ」には、読みやすさと見やすさを追求したユニバーサルデザイン書体を用いました。

5 4

じ
く
の
か
た
む
き

薬
指
で
支さ

さ

え
、

小
指
を
そ
え
る
。

筆
は
、
え
ん
ぴ
つ
よ
り
も

立
て
て
持
つ
。

中
指
で
支
え
、

薬
指
と
小
指
を
そ
え
る
。

親
指
は
、
真
横
に
向
け
る
。

人
さ
し
指
と
中
指
を
か
け
る
。

人
さ
し
指
を
か
け
る
。

指
が
二
本
入
る
く
ら
い
の

す
き
間
を
空
け
る
。

二
本
が
け

一
本
が
け

手で持つとき

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
よ
う

せ
な
か
を
の
ば
す
。

足
の
う
ら
を

ゆ
か
に
付
け
る
。

筆
の
持
ち
方

二次元
コード

動画

二次元
コード

動画

二次元
コード

動画

動画写真アニメーション

マ
ー
ク
を
読
み
取
り
、

資し

料
を
活
用
し
よ
う
。

二次元
コード

しりょう

毛
筆
で
書
い
た
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教科書の特色

［ 第 5 学年 ］

編集上の留意点

1 教育基本法・
学習指導要領
への対応

◆  書写の学習を通して幅広い知識・教養を身につけるとともに、書写で培った「正しく整えて文字を書く力」を他教科
や日常の言語生活で生かす態度を育成できるよう配慮しました。

◆  知識・技能を習得し、課題解決を行う過程で、「思考力・判断力・表現力」や「学びに向かう力」など、「生きる力」
を支える能力を養えるよう配慮しました。

◆  学習指導要領に示された「我が国の言語文化に関する事項」の「書写」の指導を全て網羅できるように単元・教材
を作成しました。

◆  毛筆を扱う際には、教材文字と同じ学習要素をもつ硬筆課題を教材内に設け、毛筆で学習したことが硬筆に生きるよう
工夫しました。

◆  都道府県に用いる漢字を手書きで掲載（p.37）しました。

2 内容と系統 ◆  低・中・高の各学年段階で求められる「書く力」を確実に身につけられるよう、基礎的・基本的な知識・技能を系統的に
位置づけ、習得と活用を繰り返しながら螺旋的に高められるよう工夫しました。

◆  全教材に、学習のポイントがひと目でわかる「たいせつ」を、巻末には「『たいせつ』のまとめ」を設け、「書く力」が確実に
定着するよう工夫しました。

3 配分・配列
◆  教材は、1教材１目標とし、その教材で扱う要素を焦点化することで、学習のねらいが明確になり、効果的に力を
つけられるよう配慮しました。

◆  各教材は、①考えよう（原理・原則の発見）→②確かめよう（書いて原理・原則を確かめる）→③生かそう（日常の文字に
生かす・振り返り）という展開が、ひと目で分かる構成にしました。

4 主体的・
対話的で
深い学びへの
対応

◆  見通しをもって主体的に学習に取り組めるよう、全教材に「学習の進め方」（①考えよう→②確かめよう→③生かそう）を示
しました。「学習の進め方（表2-p.1）」では、学習の進め方を写真で分かりやすく示しました。

◆  課題解決型学習を行っていくなかで、対話を通して学習を深められるよう配慮しました。

5 教材の選定
◆  毛筆・硬筆とも、学習指導要領の「学年別漢字配当表」に準拠しつつ、小学生にとって学びやすい文字を採用しました。
書写の基礎・基本を押さえるのに適しているだけでなく、「国語科書写」として、児童の感性を高められるすぐれた言葉や
文章を選びました。

6 地域性
への配慮 ◆  地域の書き初め展や書き初めに関わる行事を掲示するなど、伝統的な言語文化への理解を深められるよう配慮しました。

◆  地域ゆかりのフォントを掲載し、地域への関心を高め、地域性の理解を深められるよう配慮しました。

7 他教科・
日常生活・
伝統文化等
との関連

◆  各学年に国語との関連教材を設け、言語活動（話すこと・聞くこと／書くこと）を通して、日常生活に生きて働く書
写の知識・技能を習得できるよう工夫しました。

◆ 英語との関連教材を設けるなど、教科横断的な学習が充実するよう配慮しました。
◆ 書き初め教材を設置し、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するための素地を培えるよう配慮しました。

8 情報活用・
ICT活用 ◆  教科書紙面に「二次元コード（QRコード）」がある教材には、学習の参考となる豊富な資料を用意しました。スマートフォン

やタブレットを使って資料を見ることで、家庭でも、豊かな文字文化について語り合うことができるよう工夫しました。
◆ タブレットを使う際の姿勢写真を全学年に掲載し、正しい姿勢・持ち方ができるよう配慮しました。

9 製本・印刷・
活字など ◆ 環境への配慮から、再生紙・植物油インキを用いています。

◆ 強度が高く、鉛筆で書きやすい用紙を開発し，採用しました。
◆  針金を３か所に施した中綴じ製本で、長期の使用に耐えられるよう配慮しました。
◆ 字詰め・行詰めは、生徒の発達段階や可読性を考慮し、読みやすくデザインしています。

10 特別支援教育
への配慮 ◆  学習上支援が必要な生徒のために、またユニバーサルデザインに対応した教科書作りという観点から、特に以下

の点に配慮しています。
•  すべての児童が学習に集中できるよう、大切なことがひと目でわかる、すっきりとした紙面構成を実現しました。
• 複数の色を組み合わせるときには、色覚の多様性に配慮し、誰もが識別できる配色を採用しました。

11 今日的な課題
への配慮 ◆  教科書に登場する児童の写真・イラストについては、感染症の流行に応じた配慮を促すなど、「新しい生活様式」

を考慮した内容を設けました。
◆  文字の読みやすさ、色覚多様性、ジェンダーの平等、環境保全などの観点から、教科書全体を通して、SDGsの達成
に向けて、教材化に取り組みました。

◆  「手書きの力」（p.12）では、東日本大震災の翌日に発行された手書きの壁新聞を取り上げるなど、防災・安全への意識    
　を高められるよう配慮しました。
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2. 対照表

［ 第 5学年 ］

図書の構成・内容

学習指導要領の内容

該当ページ
配
当
時
数

【知識及び技能】
その他の指導事項

（3）エの事項 （1）の事項

学習の進め方 （ア）・（イ）・（ウ） 表2-1

適宜
い
つ
も
気
を

つ
け
よ
う

　用具の準備／用具のかたづけ （イ） 2

　書くときのしせい／筆の持ち方／

　タブレットを活用しよう
（イ） 3-5

漢
字
の

組
み
立
て

　部分の組み立て方①（にょう）② （イ） エ 6-8
毛4

硬1

  　［もっと知りたい］漢字のいろいろな書き方 （ア） エ 9 適宜

書
く
と
き
の

速
さ

　書くときの速さ （ア） ウ・エ 10 硬1

　書写広げたい❶〈国語〉 （ア） ウ・エ A （1）ア（2）イ 11 硬1

　手書きの力／［もっと知りたい］   手書き文字と活字 （ウ） エ 12-13 硬1

字
の
形

　点画のつながりと字形 （イ） 14-15 毛3～ 4

　筆順と字形 （イ） エ 16-17 毛3～ 4

　ことば （ア） ウ・エ 18-19 硬1

文
字
の
配
列

　文字の大きさ（漢字と仮名） （ア）・（イ） ウ・エ 20-21 毛3

　用紙に合った文字の大きさ （ア）・（イ） エ 22-23 毛4

　めざせ！　新聞記者 （ア）・（ウ） ウ・エ
＊（2）イ B（1）ウ・オ（2）ア・ウ 24-25

硬2/
毛0～ 1

ま
と
め

    書きぞめ （ア）・（イ）・（ウ） ウ・エ 26-29
硬0～ 1/
毛5～ 6

    五年生のまとめ①② （ア）・（イ）・（ウ） ウ・エ 30-33 毛3

　六年生を送る会に向けて （ア）・（イ）・（ウ） ウ・エ B（1）オ（2）ウ 34
硬1～ 2/
毛0～ 1

　書写広げたい❷〈英語〉 （ア）・（ウ） 35 適宜

資
料

    手紙の書き方／都道府県漢字 （ア）・（ウ） ウ・エ B（1）ウ・オ 36-37

適宜

    こんなことはないかな （ア）・（イ） ＊（3）ウ 38

    平仮名／片仮名／ローマ字 （ア） ウ 39

    四年生で学習した漢字（202字） （ア） エ 40-41

    五年生で学習する漢字（193字） （ア）・（イ） エ 42-44

    書きぞめ （ア）・（イ）・（ウ） ウ・エ 45-48

合計時数 30～ 35
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